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JEMAI 

カーボンフットプリントの概要と効果 

社団法人産業環境管理協会） 
Japan Environmental Management Association for Industry 

LCA事業推進センター 

1 CFPプログラム事務局 

CFPとは？ 

• CFP（カーボンフットプリント）とは、 

  「Carbon Footprint of Products」の略称で 
 原材料

の調達 

生産 

流通 

使用・ 

維持段階 

廃棄・リサ
イクル 「商品やサービスの原材料調達から 

廃棄・リサイクルに至るまでのライフ 
サイクル全体（製品の一生）を通じて 
排出される温室効果ガスの総排出量 
をCO2に換算した数値」を表します。 
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つくる 

いかす 

つかう 

CFPプログラム事務局 

itoh
テキスト ボックス

itoh
テキスト ボックス



2013/2/4 

2 

世界各国におけるＣＦＰの動向 

イギリス 

・2011年10月、2008年度に策定された
算定のガイドライン「PAS2050」の改訂
版を発行。商品分野別の補足算定ルー
ルを開発中。 

・テスコ社がカーボントラスト社のラベリ
ング活動から離脱し、ザ・サステナビリ
ティ・コンソーシアムにおける活動 

を開始。 

 

フランス 

・環境情報表示義務化の可能性を視野
に、フランス環境省が参加企業168社と
共に7月より試行事業（CO2だけでなく複
数の環境影響を評価）を開始。 

・試行事業の下、フランス環境・エネルギ
ー管理庁（ADEME）が中心となり、デー
タベース、PCRを開発中。９つのPCRが
策定済。 

・試行事業参加各社による独自の表示活
動を実施中。（統一ラベルは現段階では
存在しない。） 
 

 

 

スウェーデン 

・スウェーデン環境管理評議会が環境ラベルを実施中。 

カナダ 

・有機食品産業へ利用するため、非営利組織がイギリス
のPAS2050に基づいてカーボンラベル基準を策定。 

・有機食品産業でのパイロットプロジェクト実施。 スイス 

・非営利組織クライマトップがCFPのトップランナー
製品へのラベルを開発。 

・民間企業Migros社、Dyson社などが商品表示。 

中国 

・2012年1月「国家低炭素製品認証管理
方法」（草案）等が作成され、低炭素製品
認証制度が確立された。 

ニュージーランド 

・政府を中心としたCarbonNZeroプロ
グラムでGHG排出量測定を支援。 

オーストラリア 

・カーボントラスト社による、イギリスの
CFPを適用開始。 

ドイツ 

・環境省が温室効果ガス排出量算定に
関するガイドラインを策定。 

・民間企業が自主的に算定のためのパ
イロットプロジェクト実施。 

EU 

・製品と組織の「環境フットプリント」
（CO2だけでなく複数の環境影響を評
価）の算定ガイドラインを策定中。 

韓国 

・政府系組織がCFPの取組を実施中（496製品/2012年2月時点） 
・CFP取得後、目標削減率を達成した商品に対し、 

低炭素製品認証を添付する取組を開始。（9製品/2012年2月時点） 

タイ 

・政府系組織がパイロットプロジェクトを実施中。 

・ガイドラインが発行されると共に、データベースやPCRも開発中。 

台湾 

・政府系組織がCFPの取組を実施中 

（22のPCRが策定済み、93製品/2012年2月時点） 

南アフリカ 

・輸出品目の果実やワインの
CFP算定イニシアチブの実施 

表示実施中 

表示検討中 

アメリカ 

GHGプロトコル（WRI/WBCSD） 

・2011年10月「製品ライフサイクル算定報
告基準（Product Life Cycle Accounting 

and Reporting Standard）を発行。 

・SCOPE３取組中。 

3 
3 CFPプログラム事務局 

CFPコミュニケ－ションプログラムとは？ 
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◇ 国の「カーボンフットプリント制度構築試行事 
 業」の成果をもとに、2012年4月からJEMAIが事 
 業化 
◇ 国際規格であるISO14067に準拠した「環境ラ 
 ベル制度」 
        ◇ コミュニケーションの方法として、 

          左のシンボルマークを使用  

• 事業者と消費者の間でCO2排出量削減行動に関する「気づき」の共有 

• 「見える化」された情報を用いて、事業者がサプライチェーンを構成する企業間
で協力して更なるCO2排出量削減を推進 

• 「見える化」された情報を用いて、消費者がより低炭素な消費生活へ自ら変革 

 

CFPプログラムの目指すところ 

CFPプログラム事務局 
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ＣＦＰ宣言の方法は？ 

CO2の「見える化」 
カーボンフットプリント 
 1袋あたり 

CR-XXYY-ZZZZZ 

 

http://www.cfp-japan.jp 

マークを利用した製品への表示例 
（数値表示、追加情報表示） 

ＷＥＢサイト上への表示例 
（登録情報） 

さらに、各事業者の皆さんは自社のホームページで
公開されている内容まで、「読まれる方」の理解につ
ながる適正な表示を推進 

5 CFPプログラム事務局 

CFP表示（宣言）どのように？ 
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製品にも、ホームページにも、カタログにも、名刺にも利用できます 
ただし、表示にあたっては何についての情報かなど、誤った受け取り方になら
ないよう注意が必要です。 

単位量あたり 機能あたり 削減率 

CO２の「見える化」 
カーボンフットプリント 

100gあたり 
 

同一企業・同一CFP‐PCR・同一機能
で 
CFP検証を受けた数値間の比較 

コミュニケーションのために多様な表示が選択可能です 

120ｇ 

CO２の「見える化」 
カーボンフットプリント 

1回使用あたり 
 

120ｇ 

自社比 

2000年と比較 
CO２を削減 

カーボンフットプリント 

-12％ 

CFPプログラム事務局 
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CFP認定取得のために何が必要か？ 

ＣＦＰ−ＰＣＲ＊の選定 

ＣＦＰの算定 

ＣＦＰの登録 

ＣＦＰ−ＰＣＲの策定 

はじめに認定取得したい製品 
のCFP−PCRを選択します 

認定取得したい製品に該当するCFP−PCR 
が無い場合は新たに作成します 

申請事業者が自分で製品 
のCFP値を算定します 
算定した結果は第三者の 
専門家が検証します 

検証に合格したCFP値は、 
登録申請することにより 
マークを使って公開する 
ことが出来ます 

＊・・・CFP−PCR 
CFPの算定をする 
ルールを定めた 
もの 

7 CFPプログラム事務局 

8 

2012年12月15日現在 

◇CFP-PCR認定数（算定ルール） 81件 
◇CFP認定製品数          63１件 
◇CFP参加企業数          122社 
 ＜主な参加企業＞  

■ 食品分野  日本ハム、井村屋、イオン、でん六等 

■ 生活用品  日本生協連 
■ 衣料品分野  チクマ、アシックス 
■ オフィス関連  コクヨ、イトーキ 
■ 印刷関係   大日本印刷、凸版印刷 
■ 電機・電子分野 日立製作所、日本ユニシス 
              キヤノン、サムスン電子 

食品関連 

18% 

生活用品 

30% 
衣料品関連 

13% 

オフィス関

連 
12% 

エネルギー

使用製品 
4% 

印刷関連 

12% 

土木・建築

関連 
6% 

その他産業

用 
5% 

CFPプログラムの運用状況 

CFPプログラム事務局 
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（１）電気・電子製品におけるグローバル市場向け製品が増加 
   ・EPEATへの対応、欧州動向への対応、日本市場への環境プロモ－ション 
   （キヤノン㈱（複合機（9製品））、サムスン電子㈱（携帯情報通信機器（1製品））次ページ参照 
 

（２）印刷業界がCFPを積極的に導入する動き 
   ・PCR『水なし印刷による印刷物』認定 
   ・日本WPAが印刷会社7社によるシリーズ代表値としてCFP認定製品取得 
   ・㈱リコーが自社ユーザーに無償でCFP算定・表示方法を指南 
 

（３）システム認証が始動 
   ・凸版印刷株式会社が印刷分野においてシステム認証第1号を取得 
 

（４）試行事業からのCFPプログラム継続参加 
   ・システム認証登録者（イオン、トーソー、チクマ、三信化工、日本ハム）からのシステム認証に 
    基づくCFP認定製品追加 
   ・新CFPプログラム参加事業者の約8割は試行事業からの継続 

 
最近のCFPプログラムトピックス 

 

9 CFPプログラム事務局 

  （参考情報）電子・電機業界のCFP本格参入 

10 
10 

CFPプログラム事務局 

itoh
テキスト ボックス

itoh
テキスト ボックス



2013/2/4 

6 

CFP認定直接メリット(1)は？ 
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＜認定取得の直接メリット＞ 
１．ISO14067（国際規格）の発行（予定） 
   ← ISO14000’s（環境マネジメント規格）の一つとして2013年5月にISO14067（カー 
     ボンフットプリントコミュニケーション規格）が発行予定。これにより、国際規 
     格に準拠した算定コミュニケーションとしてのアピール可能。 

２．CFPマークの提供 
   ← CFP認定製品には、登録・公開手続きによりCFPマークが提供され、その製 
     品への貼付により、CFP認定製品として市場に出すことが可能。 
     （消費者等へのアピール） 
   ← カーボンオフセット等との本格的な連携による削減訴求 
 

３．「CFP認定証書」の交付 
   ← CFP認定の証である証書が発行されるため、 
     環境報告書、製品カタログ、営業ツールとし 
     て活用可能。 

CFPプログラム事務局 

＜政府施策関連の取り扱いメリット＞ 
・ プラスチック製容器包装再商品化製品の高度な利 
 用の評価において「加点評価」（高度な利用重量が 
 10%増）」を受けられる。 
・「カーボンフットプリントを活用したカーボン・オフセット 
 製品試行事業」  
・「グリーン購入法（環境物品等の調達の推進に関す 
 る基本方針）において取り扱いが明示」 
 (6) 環境物品等に関する情報の活用と提供 

    環境物品等に関する情報については、各種環境ラベルや製品の環境情報をまとめたデータベースなど、既に多様なもの
が提供されている。このため、各機関は、提供情報の信頼性や手続の透明性など当該情報の適切性に留意しつつ、エコ
マークや、エコリーフなどの第三者機関による環境ラベルの情報の十分な活用を図るとともに、温室効果ガス削減のため
の新たな取組であるカーボン・オフセット認証ラベル、カーボンフットプリントマークを参考とするなど、できる限り環境負荷
の低減に資する物品等の調達に努めることとする。また、国は、各機関における調達の推進及び事業者や国民の環境物
品等の優先的購入に資するため、環境物品等に関する適切な情報の提供と普及に努めることとする。 
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CFP認定直接メリット(2)は？ 

CFPプログラム事務局 
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 CFP認定間接メリットは？ 
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＜認定取得の間接メリット＞ 
１．企業の環境経営ブランドの向上 
   ← 企業経営にとって、ネガティブ情報であるCO2排出量を情報開示すること 
     で、企業としての社会的責任を果たすこととなりブランド力向上 
 

２．環境配慮製品としての改善が可能 
   ← 製品の環境負荷のホットスポットを把握することで、環境負荷低減のための  
     対応の絞込みが可能。 

 
３．消費者意識の変革に効果的 
   ← 利用段階・廃棄段階でのCO2削減のための行動意識を消費者に訴求するこ    
     とができる。 

 
CFPプログラム事務局 

 
＜海外諸制度等との適合性確保＞ 
１．GHGプロトコル（SCOPE3等）、環境フットプリント等）と 
 の適合性確保 
 
２．米国EPEATなどグリーン購入制度への適合性確保 
  
３．その他JEMAIが自ら保有する海外政府機関、プログ 
  ラムホルダーとのネットワークを活かした海外情報の 
  入手 
   

14 

CFP認定の海外対応メリットは？ 

CFPプログラム事務局 
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CFPは、どのように使う？ 
ＣＯ２見える化は削減実行の第一歩 
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カーボンフット 

プリントによる
CO2の見える化 

CO2の削減努力 
のアピール 

CFPの一部 
オフセット 

CFPの全部 
オフセット CFP→水、資源枯

渇、生物多様性 

CFP削減貢献量 
のアピール 

CFPプログラム事務局 

環境情報開示を巡る国際動向 

140xx 
組織のLCA 

GHG情報 

組
織
レ
ベ
ル
の
評
価 

多様な環境側面の情報 

製
品
レ
ベ
ル
の
評
価 

エコリーフ環境ラベル 

環境情報開示試行事業 

ISO（国際規格）  

CFPプログラム 

仏 

JEMAI（日） 

PASS2050 

C.Trust社（英） 

EPD 

CFP（台） 

CFP（韓） 

CFP（タイ） 

14067：CFP 

14046：WFP 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 

TSC（米） 

14069 
組織のGHG／M 

製品環境フットプリント） 組織環境フットプリント） 

ＥＵ 

ＳＣＯＰＥ３基準 プロダクト基準 

WRI/WBCSD 

GHGプロトコル 

日本企業の環境経営におけるコミュニケーションの多様な評価軸（環境側面の単一⇔複数指標、製品⇔組織の評価、国内
市場⇔海外市場）において、新CFP・エコリーフを包括的なツールに展開させることを目指す。 16 
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◇ エコリーフプログラムとCFPプログラムの統合・再編 
   － 「環境情報開示プログラム」の早期実現 － 
◇ 国内外の諸制度に適合可能な弾力性のあるプログラム 
   － まずは、CFPから、そして世界へー 
◇ 消費者コミュニケーションを重視したチャレンジ 
   － つくる人、つかう人、みんなで減らそうCO2 
◇ 認知度向上！多様な環境プロモーション展開 
   － 関係機関との連携 
◇ 政府、自治体政策における利用ツール 
   － カーボンオフセット、グリーン購入 
◇ 運営組織の合理化と効率化によるコストダウンの実現 
• 
  
 

      
 

目指すべき方向 
 
 

「世界に通用する環境ラベル」を目指す。 

17 CFPプログラム事務局 

お問い合わせ先と公式情報 

ＣＦＰプログラム公式WEBサイト 
      http://www.cfp-

japan.jp/ 
 

CFPプログラム 検索 

18 CFPプログラム事務局 
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